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人材マネジメント施策

経営戦略/事業戦略

企業理念

人事施策の運用展開 （定着化活動）

人材マネジメント方針

人事制度

採用・代謝 配置登用 人材育成 ワークプレイス環境

• 要員計画策定（高度専門職の獲得）
• 労働生産性の考察
• 人材ポートフォリオ策定（雇用形態）

• 需要ニーズに即した配置
• 計画的ローテーション
• サクセッションマネジメント

• 将来求められる人材要件定義
• キャリアパスの設計・明示
• 必要な能力要件の特定化

• オフィス環境の整備（在宅勤務含）
• 柔軟な勤務形態（複業・兼業）
• 安全衛生環境の整備

人事戦略

人事施策
実行展開

人事施策

求める人材像
（期待される役割・担当すべき業務・負うべき責任など）

組織のあるべき姿
（組織ミッション・責任・権限等）

業務のあるべき姿
（業務量・分担・フローコスト・繁閑等）

着眼点①

経営視点にて

人材マネジメントの在り方を
見直し、方向性を確認

（本質的な課題は何なのか？）

着眼点②
人材マネジメント施策

全体で整合性、および、

有機性が担保されているか？
（機能しているか？）

着眼点③
事業推進の各現場において

どのような運用になっているのか？

（理解され、共有されているか？
形骸化していないか？） （結果として）従業員エンゲージメントの向上

事業から
求められる
人的課題

この領域から着手しなければ、結局は小手先の改革となってしまう。
従来までの事業方針・組織構造・業務プロセスがこの先も“勝てる”
という前提が成立していれば・・・の話である。
この領域から着手しなければ、今後の新しい仕事、付加価値を生み、
競争力が高まる仕事を定義することには繋がらない。

ありたい姿と現状とのギャップ1

2

経営環境変化
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SKILL = 通貨
 計測できる
 蓄積できる
 流通できる
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データサイエンティストの主な役割と仕事内容を明示

推奨された学習プログラムが表示されます。
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A Culture of Digital Learning

“A culture that supports an open mindset, an independent 
quest for knowledge, and shared learning directed toward the 
mission and goals of the organization”
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Curiosity + Learnability = Employability
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